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解禁日ご協力のお願い
ニュースのワイヤー送信やウェブサイト掲載をはじめとするメディア使用の解禁日：

米国東部標準時間： 2002年4月20日午前11時

日本時間：2002年4月21日午前12時

｢世界開発指標2002｣の発表

多くの途上国が2015年の貧困削減目標の

達成に向け課題を残している
世界銀行、先進国と途上国に行動を取るよう呼びかける
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広がり続けるHIV/エイズ
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ワシントン、2002年4月20日—国際社会が世界の全地域で2015年までに貧困を半減するというコミットメントを達成するためには、先進国も途上国も、近年の進展に関わらず一層の努力をする必要があると世界銀行の新報告書「世界開発指標2002」は述べている。

メキシコ・モンテレイで開催された国連開発資金国際会議で、世界の指導者達はあらゆる形態の貧困削減を呼びかける国連ミレニアム宣言の目標を支持することを確認した。現在の試算によると、中国とインドの快調な経済成長により、2015年までに世界の貧困を半減するという全体目標は達成できる見込みである。しかし、ミレニアム開発目標（MDG）全8項目を網羅するこの新たな研究データでは、進歩が一様ではなく、目標から大幅にかけ離れている地域や国がまだ多くあることが示されている。

それでも、途上国が政策とガバナンスを改善し、先進国が貿易へのアクセスの拡大と対外援助の増加に努めれば、さらなる前進が可能である。過去15－20年間に途上国の政策は改善された。この10年間に先進国は途上国の輸出に対する障壁を緩和したが、特に農産物と繊維部門については、障害が依然として高い。モンテレイ会議への準備期間中、米国と欧州連合は今後数年間で大幅に開発援助を増加することを約束した。
「この10年は途上国の商品に対する市場開放という点では良い期間でしたが、対外援助フローの増加に関しては悪い時期でした。モンテレイでは、援助について、明るい展望がひらけました。しかし今後10年で私たちは貿易を精力的に推進しなければなりません。開発は効果があると分かっていますが、12億人の人々がなお1日1ドル未満で生活しています。ミレニアム開発目標を達成するためには、私たちはさらに努力をすることができ、そうしなけらばならないのです」とニコラス・スターン世界銀行チーフ・エコノミスト兼開発経済担当上級副総裁は述べている。

MDGは、2015年までに低所得層数を縮小し、教育・男女平等・保健医療において大幅な改善を達成し、飢餓と環境悪化を克服することを目指している。（MDGに関する詳細は世界銀行の包括的なウェブサイトhttp://www.developmentgoals.orgを参照。）新たな研究では、最貧国にとって目標の多くが手の届く範囲を大きく超えているだけでなく、比較的経済が良好な国でさえ、大きく遅れをとっている地域や層があるとしている。

最も頻繁に引用されているのは、途上国の1日1ドル未満で暮らす人々の割合を、3人に1人という1990年の水準から2015年までに6人に1人に半減することを呼びかける目標である。世界銀行の本報告書は、1人当たり所得の伸びが年間平均3.6％まで加速されれば、この目標は大半の途上国地域で達成可能であるとしている。これは過去10年間に達成された成長率の2倍近くであるが、いくつかの国々における経験により、実現可能であることが示されている。1980年代と1990年代にかけて、中国の1人当たりGDPの年平均成長率は、9％近くであった。ベトナムの1990年代の成長率はほぼ6％で、1993年から1998年にかけて貧困は3分の1以上減少した。インドでは、この10年間のより急速な成長により、貧困人口の割合が大幅に削減された。 


各目標はそれ自体重要であるが、それぞれが相互に補強し合っているため、総合的に検証されるべきである。より良い基本的保健医療と栄養は、教育と生産性を向上させる。またより良い教育、特に女性に対する教育の改善は、健康の改善という結果につながる。多くの貧しい人々の生活は、環境悪化によって被害を受けている。貧困を削減すれば、人々はより良い教育と保健医療、きれいな環境を追求するための資源を獲得できる。

「本研究は、各国がどのように進んでいくかに関する最終判断ではありませんが、多数の国で目標の多くを達成できそうにないという警告になっています。単にある国が経済的に順調な進展を見せているからといって、その国がミレニアム開発目標を達成できそうだということにはなりません。各国とも、貧しい人々が開発の恩恵を確実に受けられるように努力する必要があります。途上国の貧しい人々は、質の良い保健医療と自らの可能性を実現できるよう教育へのアクセスを緊急に必要としています。5年後、10年後ではなく、今こそが進歩をスピードアップさせるために行動する時なのです」とシャンタ・デバラジャン世界銀行人的開発ネットワーク担当チーフ・エコノミストは述べている。
地域別に見る進展

この｢世界開発指標｣は今年で発刊より25年目を数える。本報告書は各国統計局の情報に基づいている。シャイダ・バディー 世界銀行開発データグループ担当局長は、国際社会が開発の課題と成果をしっかり把握し対応ができるようにするため、報告データの質改善を各国に呼びかけた。

バディーは次のように述べている。「私たちは結果を評価しなければなりません。私たちは、誰が恩恵を受け、誰が取り残されているかを理解するために、正確な統計を必要としています。貧しい国々では、統計局の予算が不足しており、その仕事が十分に活用されていない場合もしばしば見られます。トレーニングや機器のほか、より優れた、信頼性の高い、時宜にかなった統計の作成を要請する政府の明確な指令も必要です。しかしそれだけで仕事が終わるわけではありません。国際社会も、能力開発、基準設定、知識共有、国際統計の収集・普及の調整を支援するという役割を果たさなければなりません」。

今回の報告書は、ミレニアム開発目標の達成見通しに関し、地域によってばらつきがあることを提示している。成長の早い東アジアは貧困削減目標を達成でき、極度の貧困状態にある人々の数は約80％減少すると予想される。一方、サハラ以南のアフリカは、引き続き最大の懸念地域となっている。 

地域ごとに見る目標:

全体として東アジア・大洋州地域が、MDGを達成できる見込みの高い地域であることに変わりはない。1999年には、1日1ドル未満で生活する人々は約2億6,000万人いた。2015年にその数は5,900万人まで減少すると予想される。高い経済成長と世界最大の貯蓄率（2000年にはGDPの37％）のおかげで、本地域は、教育の男女平等や子どもの死亡率の面でも良好である。保健面は、教育の成果や貧困者数における達成度に遅れをとっており、目標達成には一層の努力が必要とされる。
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移行期当初の東欧・中央アジア地域の社会指標は、西欧とほぼ同等であった。近年のデータでは、移行に伴うストレスにより、数カ国でこれらの指標の後退を招いていることが示唆されている。なかでも特に懸念されるのは、乳児の死亡率上昇、学業終了率の停滞、貧困の継続的増加などが見られる国々である。多くの中・東欧諸国が堅調な成長を見せているのに対し、バルカン諸国とCIS（独立国家共同体）のほとんどは、社会状況の悪化と低成長に直面している。



ラテンアメリカ及びカリブ海地域では、1人当たり3.6％の成長率を維持できれば、域内の貧困者数は1999年の7,700万人から2015年までに6,000万人に減少すると見込まれている。同地域の成長は1980年代から後退し、1990年以降1人当たりGDPはわずか1.7％しか成長していない。相対的には豊かな地域でありながら、非常に貧しい国2カ国（ハイチ、ニカラグア）、世界の重債務国上位10カ国のうち3カ国（アルゼンチン、ブラジル、メキシコ）を域内に抱えている。また、全体として相対的に貯蓄率が低いこと（GDPの20％）でも苦しんでいる。それでも、同地域は、MDGの多くを達成できる潜在力を持ち合わせている。多くの分野で指標がプラスを示しており、なかでも教育の男女平等は最も顕著である。ラテンアメリカ及びカリブ海地域は、男子よりも女子の識字率が高いという世界で唯一の地域である。低所得国と一部中所得国の貧しい地域では、依然として子どもの栄養不良が問題となっている。


中東・北アフリカ地域は、この10年間持続的成長を達成することができなかったが、貧困者数は1999年の700万人からやや減少し、2015年までに600万人になると見込まれており、人口が増加している同地域において、貧しい人々の割合が劇的に小さくなることを示唆している。男女の格差縮小など生活の質向上の点では多くの進歩が成し遂げられたが、社会指標の改善の継続、特に保健面での改善は将来の課題として残されている。

南アジア地域は1990年以降、年平均5.9％の急成長を遂げ、貧困を大幅に減少させた。インドの力強い成長が、1990年代の同地域の平均成長率を後押しし、バングラデシュとスリランカも堅調な成長を示した。2015年の貧困削減目標を達成するためには、年間平均5－6％の成長を持続する同地域の、特にインドの力が不可欠である。同地域は1990年以降、5歳以下の子どもの死亡率引き下げに成果を挙げており、特にバングラデシュはこの点で成功している。同時に栄養不良の改善に関してほとんど進歩がなく、今日、5歳以下の子どもの半数近くが栄養不良状態にある。結核の再流行、HIV/エイズの脅威もまた懸念材料となっている。
サハラ以南のアフリカ地域では、貧困者数は1999年の3億人から2015年には3億4,500万人に増加すると見込まれている。2015年までに貧困を半減するためには、アフリカ諸国は年間平均７％（1人当たりで約5％）の割合で成長しなければならないが、これは2000年の成長率3.1％の2倍以上の速度である。アフリカは、HIV/エイズ及びマラリアなどの疾病罹患率の高さに苦しんでおり、依然として一次産品輸出への依存度が高く、政治的・社会的にも不安定である。HIV/エイズはサハラ以南のアフリカ地域における死因の首位を占めているが、マラリアと結核も深刻な問題となっている。これらの伝染病は、公衆衛生、経済、社会上の大きな課題を代表するものである。アフリカは初等教育の平均終了率が最低の地域だが、励まされるニュースとしては、ギニアやエリトリアのように、非常に低い水準から出発してめざましい進歩を遂げた国もいくつかあるという点が挙げられる。
ミレニアム開発目標へ向けての進展

何カ国がミレニアム開発目標を達成できるかは、この10年の進捗を持続できるかどうか、また後退してしまった国々で進歩をスピードアップできるかどうかにかかっている。
      8つのMDG から得られる結果は様々である。
· 極端な貧困と飢餓の撲滅 － 1日1ドル未満で暮らす人々の割合を、2015年までに1990年レベルの半分に減少する－低・中所得国の全人口の29％から14.5％に減らすことが目標である。世界銀行の予想では、1人当たり所得の伸びがこの10年間の成長率の2倍近くである年間3.6％に加速されれば、ほとんどの地域でこの目標の達成は可能としている。

· 初等教育の完全普及 － 過去10年間、全地域で小幅な改善はあったものの、全体としては2015年までに目標を達成するには進歩の度合いが遅すぎる。1999年時点では、初等教育就学年齢の子どものうち1億2,000万人がまだ学校へ通っていなかった。そのうち53％が女子、74％が南アジアとサハラ以南のアフリカの子どもたちであった。 

· 男女平等、女性のエンパワーメントの促進 － 教育の平等は男女平等を進める上で鍵となるステップであるが、それが唯一ではない。地域によってはかなりの進歩が見られたが、この目標が達成されたとしても、世界はまだ男女平等には程遠い状態である。法的権利、労働市場での機会、市民生活や開発の意思決定に参加する能力における格差は根強く残っている。 

· 児童の死亡率削減 － 1990年以前の急速な改善は、その後の25年間で5歳以下の子どもの死亡率を3分の2減少させられるだろうという希望を抱かせた。しかし、1990年代には、ほぼ全域で減少の度合いが減速し、アフリカの一部地域では乳幼児の死亡率はかえって上昇した。子どものワクチン普及率が低下している一方、同目標を達成するのに十分な速度で進歩しているのは、途上国のわずか37カ国にとどまっている。

· 妊産婦の健康の改善 － 1995年、妊娠・出産の合併症で50万人以上の女性が死亡した。その大半が途上国、半数はアフリカの女性だった。ルワンダでは生まれた乳児10万人のうち2,000人以上が死亡したが、これはギリシャでは10万人に2人の割合である。妊産婦の死亡に関する現存のデータが不足しているため、経年の動きを検証するには限界がある。世銀の研究は、女性の生活や公衆衛生システムの機能に影響する政策を改善するには、より広範な政府による対策が必要であるとしている。 

· HIV/エイズ、マラリアなどの疾病の蔓延防止 － エイズ患者数は推定4,000万人、エイズが初めて発見されてからの死亡者数は、推定2,000万人である。このためエイズは、公衆衛生、経済、社会上前例を見ない課題を生み出している。マラリアは100を超える国と地域の風土病であり、毎年約3億人が感染している。一方、途上国の成人の間では、単一の感染病原体として結核が主な死因となっており、東欧・中央アジア、アフリカ、東南アジアで急増している。

· 持続可能な環境 － 安定した水の供給は、健康の改善、特に子どもの健康に重要であるが、改善された水資源へのアクセスの割合が1990年以降多くの地域で減少していると報告書は指摘している。この10年で90万ヘクタール以上の森林が消失したのは、天然資源の非持続的な利用と関連している。真に持続可能な開発への道を示すには、環境の変化が貧しい人々にもたらす影響について理解を深める必要がある。

· グローバルな開発パートナーシップの構築 － モンテレイの開発資金会議で確認された新パートナーシップの基礎は、途上国の政策強化と良いガバナンス、よりオープンで平等な貿易システム、開発目標の達成に向けて努力を積む国々に対し、援助と債務削減を通した資金注入を増加することである。
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WDI2002のその他のハイライト
· 栄養不良: 低・中所得国の1億5,000万人の子どもが栄養不良であり、現在の改善の速度では2020年までに平均体重以下の子どもが1億4,000万人になる。
· 教育:低所得国の大半では、女子の就学率が男子より低い傾向がある。また、同時期に学校へ通い始めても女子の方が中退してしまうことが多い。
· 成人識字率: 途上国の成人女性識字率は、1990年の39％から2000年には31％となり、過去最大の後退を示した。
· 子どもの死亡率: 乳幼児の死亡数は過去25年間に急速に減少した。5歳以下の子どもの死亡者数は1980年の1,500万人から1990年には1,100万人に減少した。.

· 平均余命: 1990年から2000年の間、欧州、中央アジア、サハラ以南のアフリカを除く全地域で、平均余命の伸びが見られた。南アフリカでは驚くべきことに14年、ウガンダで5年、ロシア連邦で4年、ナイジェリアで2年、それぞれ平均余命が縮んでいる。
· 人口: 2000年の多くの途上国人口の40％以上が15歳以下であり、労働世代人口への負担が重くなった。サハラ以南のアフリカでは、100人の労働者で80人の15歳以下の子どもを養っていたが、この数は高所得国では30人に過ぎない。2000年から2025年にかけて、世界の人口はさらに17億人増加する見込みであるが、そのおよそ97％は途上国で誕生するであろうとされている。
· HIV/エイズ: 世界中で毎時間、ほぼ600人がHIV/エイズにかかり、エイズで死亡する子どもは60人以上にのぼる。
· 都市と農村の人口: 今後20年間に増加する世界の都市人口のほぼ94％が、途上国において発生するとされており、中国と東南アジアの都市居住者は5億4,100万人増える。
· 農業: 低所得国の穀物収穫高は高所得国の3分の１である。しかし多くの貧しい国々にとって、農業は経済成長の主要な原動力であり、農業成長は貧困削減の基礎を築いている。作物収穫高が10％上昇すると、1日1ドル未満で暮らす人々の割合を6％-12％程度引き下げることができる。アフリカ諸国では、収穫高が10％上昇すると、1日1ドル未満で暮らす人々の割合を9.4％減少させる可能性がある。
· 森林伐採: 1日1ドル未満で暮らす極度の貧困状態にある12億人の人々のうち、90％が森林とその生産物に依存している。しかし森林は縮小しており、それとともに森林によって支えられている動植物の多様性も失われている。20世紀初頭、地球の森林地帯は約50億ヘクタールもあったが、その後縮小し続け、現在は39億ヘクタールになっている。
· 水: 毎年新たに8,000万人の人々が水道を引き、水の需要が高まっている。1人当たりの淡水資源量は地域によって大きく異なる。深刻な水不足に悩む中東・北アフリカで1,427 立法メートル、南アジア2,800立法メートル、ラテンアメリカ・カリブ海地域33,000立法メートルである。世界的には、淡水を主に利用しているのは農業で、取水全体の70％（低所得国では90％）を占めている。
· エネルギー: 世界人口の15％を占める高所得国が、世界の商用エネルギーの半分を使用している。一方、1980年から1999年までに低所得国のエネルギー使用は高所得国の2倍の速度（1.7％に対し4.5％）で増えた。
· 経済の規模: 1990年から2000年にかけて最速の成長を遂げた地域は、GDP年間成長率が7.2％だった東アジア・大洋州地域であり、続いてGDP年間成長率が5.6％だった南アジアであった。この他の地域の成長率は、ラテンアメリカ地域が3.3％、中東・北アフリカ地域が3.0％、サハラ以南のアフリカ地域が2.5％であり、欧州・中央アジア地域は1.5％低下した。
· グローバルな金融フロー: 途上国への直接外国投資は1990年の240億ドルから1999年には1,840億ドルに増加したが、2000年には1,670億ドルに減少した。南アジア、サハラ以南のアフリカ地域、中東・北アフリカ地域への資本フローは依然として少なく、途上国全体の約6％を占めるにすぎない。民間資本の大半は、引き続き、ラテンアメリカ地域、東アジア地域、東欧地域、旧ソビエト連邦諸国に向かっている。
· 貿易: 途上国が世界の輸出（商品とサービス）に占める割合は、1990年から2000年にかけて19％から26％に上昇した。
· 援助: 2000年の1人当たりの援助額をみてみると、欧州・中央アジア地域（20ドル）とサハラ以南のアフリカ地域（19ドル）が最高額の支援を受けた。最も低かったのは、東アジア・大洋州地域（4ドル）、南アジア地域（3ドル）であった。
-###-
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